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【論文】

近代鎌倉の文化遺産保護と宝物館設立事情
Situation of protection and[I｀ reasure LIuseurn establishrnent of

cultural property in Iく こarnakura of lnodern history.

浪川 幹夫
NAMIKAlⅣA Mikio

はじめに

明治維新直後の王政復古・祭政一致を目指した神仏を分離する政策及び寺社境内の上地に

よって、我が国の寺社の姿が大きく変貌した。鎌倉も例外なくこの影響を受けており、鶴岡八

幡宮や荏柄天神社などにあった仏教建築物は破却され、鎌倉の寺社有宝物は流出あるいは散逸

したものも少なくなかったという
11)。
さらに、大正 12年 (1923)の大正関東地震に際しては殆

どの堂社が倒壊し、仏像や宝物類にも甚大な被害がもたらされた。震災復興が進むなか、こう

した不時の災害から文化遺産を守り後世に伝える施設として昭和 3年 (1928)に は鎌倉国宝館

が開館した。

廃仏毀釈による寺社有宝物の流出や散逸、その後残された文化遺産の保護活動に関しては、F鎌

倉市史』総説編のほか、三浦勝男の「鶴岡八幡官と神仏分離 (一、二)一社蔵宝物等の移動につ

いて一」が
②
、また、鎌倉国宝館の創設経緯等については F鎌倉国宝館四十年史』に先行研究が

ある
(3)。
しかし、明治時代における史跡や建築物、寺社有宝物の保護や保存については未だ不

明である。当地に遺された宝物等文化遺産は、明治時代を通じてどのように扱われたのだろう

か。そして、鎌倉国宝館建設以前にそれらを展示できる施設はなかったのだろうか。維新後困

窮した寺社の復興や、これら文化遺産の保全については多くの資金が必要であったことは当然

であり、そのため、鶴岡八幡宮や建長寺・円覚寺などの主要寺社で「鎌倉什賓展覧會」や「鎌倉

懐古展覧會」などの「展覧会」が開催されたことが判ってきた。

そこで、本稿を作成するにあたり、近代鎌倉で行われた文化遺産に対する調査や保護活動の

動き、それらを出陳した「展覧会」と、その出陳場所としての展示会場について調べてみた。

さらに、その上で調査の過程で見えてきた、鎌倉国宝館建設の経緯や意義についても言及しよ

うと試みる。

なお、本稿では「展覧会」という語を、宗教行事や世俗の事業等を問わずに“寺社有宝物等

文化遺産を人々の鑑賞に供する催し"と いう意味で用いることとした。

1 近代以前の「展覧会」開催事情
仏像や寺社の宝物類を陳列する「展覧会」は、江戸時代にも存在した。当時、境内施設等の

管理は基本的に各寺社に任されていて、堂社の再建や境内普請で多額の資金を要した時はその

正面に苦慮していたという。そのため、衆人から喜捨を得るための「勧進」のほか、私的な「開
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近代鎌倉の文化遺産保護と宝物館設立事情

帳」や寺社奉行の「差免」に基づく「出開帳」「動化御免」「富興行」などが行わヤ

項では、近代鎌倉での動きを見る前に近代以前の「展覧会」事情や文化遺産 l:

ついて考えることとする。

ところで「開帳」とは、秘仏あるいは秘宝として通常直接拝むことのできな

一定期間信者に拝観を許し結縁の機会を与える催しである。京 。大坂・江戸会

た「出開帳」と、各寺社の境内で宝物を展観する幕府の許可を要しない「居詳

これら「開帳」のうち、まず、「出開帳」は幕府により寺社助成策の一環として

大都市からの収益が目的で、実施については各寺社の格式や徳川家との関係

原則として寺社奉行の許可を必要とした
(4)。

鎌倉の寺社では、元禄 16年 (171

(1854)の 間に延べ 40回 ほど開催した例がある。そのうち、日蓮宗寺院は妙劇

4回、妙本寺 2回、長勝寺 2回の、合わせて 14回 と最多であった。このほ列

は享保 19年 (1734)以 降 6回行われている。元来、同宮の修復は幕府直営が』

が指摘されている。ただ、修復にあたりその全てが公儀によって賄われたわ||

に、鶴岡一山の維持管理を司る別当十二院については全くなかったようで、ヨ

のことのみならず、各院の修復に係わる「出開帳」も存在したと伝えられてい |

円覚寺では、元禄関東地震 (1703)のあと同寺蔵『鹿山衆評簿』の宝永元年「欄

去未冬大地震
二
付伽藍頚破仕候、依之此度篤建立、以衆評諸末寺

71檀
中]

候、篤其連判

"如
件、(中略)費永元年

‖1七
月十七日、         |

とあり、宝永 2年 (1705)の仏殿再興に先立って、被災後の早い時期に境内ヨ

が開始された
も`
'。 しかし、享保 15年 (1730)10月 28日 付同寺所蔵文書には、|

先来年大地震已末常住淡泊
二
罷成、諸宇之伽藍

戌
致修補兼候、其上三年ヨ

司押頼申候
二
付、年々再建之存心相催候得共、右淡泊之常住故難叶、其」

排済難致候、殊
二
近年之内 開山國師之年忌相催候、然共、庫司修造無1

とあ

を得

興が

して

ど実施した記録がある(8)。

また、「居開帳」では、文化 6年 (1809)に極楽寺・長谷寺 。大町村「身替り地蔵」・荏柄天神

社・円応寺・光明寺での記録がある。扇雀亭陶枝『鎌倉日記』によれば、この年は6年ごとに

行われた江ノ島弁財天の開帳の時期にあたっていた。鎌倉各寺社ではそれと同時に「居開帳」

を行っており、これらの事業は江ノ島の開帳にあやかったものと推定されている
(91。
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2 明治維新直後の鎌倉における文化財遺産保護活動事情
明治維新を迎えると、神仏を分離する政策や境内の上地などによって、鎌倉は激動の時代に

突入した。とくに、大きな影響を受けたのは鶴岡八幡宮である。幕末までの同宮は神仏習合の

「鶴岡八幡宮寺」で、別当十二院の供僧らに管理されていた。ところが、明治元年 (1868)9月

にはそれまでの供僧や小別当ら僧籍にあった人々が一旦還俗し、新たに総神主や大禰宜となっ

たという。そして、同 3年には、慶応 4年 (1868)3月 28日 の神社・神前から仏教的要素の排

除を命じた「舶祗官事務局達」などの布達にもとづいて境内の仏堂を取り除き、その処理が終

了した旨を神奈川県へ届出ている。仏像等仏教美術品も例外でなく、木造愛染明王坐像 (五島

美術館蔵)・ 木造弘法大師坐像 (青蓮寺蔵)・ 木造伝源頼朝坐像 (東京国立博物館蔵)・ 木造十一

面観音菩薩坐像 (寿福寺蔵)・ 銅造薬師如来坐像 (同寺蔵)・ 元版大蔵経 (浅草寺蔵)な ど多くの

同宮旧蔵宝物類がこの時散逸した
(10'。

しかし、この後暫くして鎌倉に遺存する古美術や古文書等に目が向けられるようになる。政

府は明治 4年 5月 23日 の大政官布告に基づき文化遺産調査に着手している
{n)。

占器菖物ノ類ハ古今時勢ノ愛遷制度風俗ノ沿革ヲ考證シ候篤メ其禅盆不少候庭、自然厭奮

競新候流弊ヨリ追々遺失毀壊二及ヒ候テハ賞二可愛惜事二候條、各地方二於テ歴世蔵貯致

シ居候古器奮物類別紙品ロノ通細大ヲ不論厚ク保全可致事、 (別紙略)

その一環か、この布告との関係は未詳だが、神奈川県は同 10年 8月 22日 には鶴岡八幡宮の神

宝を、1司 12年 3月 28日 には同宮の古文書を調査した (『社務日誌』)112)。

同 11年 には、円覚寺蔵『明治十一年寅六月 公私諸般留牒』によると、
丙第三百萱琥 第拾六大匠 正副戸長
去明治十年1本縣丙第二十四琥

ヲ
以相達置候得共、」匝内祀寺別紙之ヶ所

二
停来有之古器物古

文」書其他
ノ
什物篤調査今般内務省官員出張候條、」諸事不都合無之様可致置候旨該祀寺

江
、

至急」可相達更二此旨相達候事、

明治十一年八月七日   昴申奈川縣令 野村靖 印
(別紙)

清浄光寺 龍口寺 江嶋紳祀 八幡宮 荏柄天静祀
建長寺 園覺寺 壽稲寺 ,争智寺 浮妙寺 光明寺
前件被相達候條至急夫々

江
御通達之上此廻章着」嚢

ト
モ刻付記載受印致

ン
、留
り
ひ返却可被成

候也、

十一年九月七日   十六大匠々長 ③
萱小匠 五小匠 七小匠 正副戸長御中

とあって、このあと9月 18日 に内務省から「古器什物等御改官員」3名が円覚寺に出張し、什

宝や古文書類の詳細調査を実施した。この調査にあたっては、古文書が数百通もあったので官

員宿泊先の海蔵寺まで持参するよう求めたことが書かれている (原典より)。 さらに、別紙に

よればこの時は清浄光寺・龍口寺 。江ノ島神社・鶴岡八幡宮・荏柄天神社・建長寺・寿福寺・

浄智寺・浄妙寺・光明寺でも同様に実施されたことが窺える。また、同寺蔵『従明治十二年至

十三年 鹿山諸般留牒」の同 13年 3月 29日 条には、
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今般親古美術會御開設
二
付出品匠分目録別證持参、人幡」祠官箱崎博テ縣藤

ヨリ
内依頼有之、

営山
ユ
も古器美術之」類井見之上出品被致度義

二
付御話し有之、別紙受取」預

り
證、如左

ン
ヽ

乙第拾四琥 観古美術會出品預證書
一 梨地錫縁香合        萱箇
一 堆朱香盆          萱箇

一 堆黒香盆          萱箇

〆三点

明治十三年三月十九日  博物局長町田久成 田コ|
今北洪川殿

(中略)

御届

一前同上

右三点親古美術會
江
出品仕候間、此段御届仕候也、

同年 月 日        回覺・・ 摯今北洪‖1 印
神奈川縣令 野村靖殿

と、内務省博物局から「観古美術會」開催にあたり、同寺に対し所蔵漆器類 3点の出品依頼が

あり、このあと寺は出品する旨を回答した (原典より)。

ところで、維新後の急速な西欧化の波によって、我が国では多くの古美術品が流失あるいは

散逸し、古来の美術品制作活動が低迷したという。このような状況を危惧した佐野常民 (1822～

1∞2)や九鬼隆― (1852?～ 1931)ら 政財界の重鎮が、古美術品の保全と美術創作活動に係わる

伝統維持を目的として、同 12年東京・上野で「龍池會」(後の日本美術協会)を結成した。そし

て、この「龍池會」の提唱によって計画された美術品鑑賞会が「観古美術會」で、同 13年 4月 に

開催された。上述した円覚寺に対する出品依頼は、同 11年に実施した調査成果に基づいてな

されたのではないだろうか。なお、この時の目録『親古美術會衆英』には、鶴岡八幡宮所蔵の

現国宝籠菊螺釦蒔絵硯箱の写真が掲載されている
(13)。

このほかは、同 14年 4月 2日 には鎌倉郡役所から山之内村戸長宛てで、

庶第四百六十七塊

東京大學文學部教授呆国人フェノロサ氏義、今般」鎌倉五山貯蔵ノ古書類親覧致度旨同部

工」申出候二依テ其旨本縣へ通知相成候趣、就而者」遠邦渡末者ノ希望難鮎止、且口氏ハ

古畳熱」心之由二付芳以テ差支モ無之候ハ 、ヽ其需メニ應シ」候様致度旨本縣ヨリ移牒相

成候二就テ者、御所」部内寺院へ通達方至急御取斗相成度、尤モ」明三日ヨリ七日道ノ間

二罷越候趣二有之候間該旨」 謹了承相成度此段申達候也、

鎌倉郡役所

明治十四年四月二日   庶務掛
山之内村  戸長御中

別昏之通通知相成候二付、此段御了承被下度候也

三月三日     戸長役場 団

-4-



近代鎌倉の文化遺産保護と宝物館設立 1.情

建 長寺 東 慶 寺 回覺 寺
明月院 浄智寺
と、フェノロサ (1853～ 1908)に

よる建長寺 。東慶寺・円覚寺・明

月院・浄智寺における古画類調査

に関する通達があった (円覚寺所

蔵文書・原典より)。 この時のも

のとして、円覚寺では山内で協力

するよう呼びかけた「口上」が遺っ  図1 国宝離靭 錮蒔絵硯箱 鶴岡人幡宮蔵 〔鎌倉国宝館寄託〕

ている。

その後、明治 18年から太政官修史館 (後の東京大学史料編纂所)に よって、鶴岡八幡宮・建

長寺・円覚寺・浄智寺・浄妙寺・宝戒寺・極楽寺・覚園寺・明二院・浄光明寺などで古文書の

影写作業が行われた。その調査の前段として、建長寺蔵『十七年八月ヨリ 日誌』には、
同 18年 9月 9日 九日晴天 (中略)大政官編集副長官大學教機掛り重野・相澤外四名」古文

書取調ノ篤出張アリ、小町戸長及山ノ内戸長代理長」左衛門案内ス、尤前八時頃ひ午後一

時造二相済、海蔵寺和尚」古文書詳柄申上ル、取調了テ十七品大政官借受度旨」依頼二付

山中一同可否ノ見印ヲ要、印チ可二決ス、依テ午後六時頃官員御宿所角正ニテ参暇ノ厳氏

持参ス、

十日晴天 (中略)○参暇午後太政官へ貸」渡シ之件二付、明月院へ出張ス、但シ什賓古書類

ナリ、

とあり(原典より)、 また、円覚寺蔵『明治十七年五月ヨリ 事務所日誌』の同寺「山中各位」に

宛てた同年9月 10日 の通知文に、

今般太政官□史□□□□史末山
二
付、本山□塔頭」

二
係
ル
古文書類

ノ
内歴史編輯

二
必用
′
□認
ル

分」
二
限
リ
ロロ持参致度義

二
付、一山全議仕度」此如及報告候也、

と、修史館官員による実地見分が行われた (原典より)。「大政官編集副長官大學教機掛」及び「太

政官修史館」は鎌倉の寺社有古文書の調査にあたって、原本を借用・搬出したことが窺える。

そして、この時期に調査された一例として東京大学史料編纂所に『神明鏡』の影写本があるが、

その奥書には、

天文九年
庚
子臓月拾五日於松庵書之、

明治十九年十月静奈川縣下相摸國鎌倉澤妙寺村浄妙寺蔵書ヲ葛ス、

三級鳥學生  遠山 景正
掌   記  瀧澤 規道校 ①

と記されている (原典は浄妙寺所蔵〔鎌倉国宝館寄託〕)。

なお、「影写本」とは、古文書や古記録の筆跡をほぼ一筆で写し取り、筆勢や虫喰、墨の濃淡、

にじみなどを忠実に再現する特殊な複本作成技法で作成された資料のことである。寺社有古文

書のうちで後に原本が所在不明になったものもあり、これら影写本は現在貴重な歴史資料とし

て位置づけられている
(14)。
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近代鎌倉の文化遺産保護と宝物館設立事情

3 明治時代の文化遺産保護活動と展覧会開催事情
3.1「鎌倉保勝會」と「鎌倉什費展覧會」

明治 18年 (1885)7月 、維新以来困窮していた鎌倉の寺社の救済、史跡の保存などに貢献す

ることを目的に「鎌倉保勝含」が設立された
(15)。
発起人の筆頭は、神奈川県令の沖守岡 (1841～

1912)で、原善三郎・茂木惣兵衛・平沼専蔵・箕田長二郎・原六郎・若尾幾造・朝田又七・木

村利右衛門・大谷嘉兵衛・高島嘉右衛門・田中平八など横浜の有力商人 15名 のほか、地元発

起人 9名及び円覚寺・建長寺・光明寺・清浄光寺が参加した。奥山信治は、同会の発起人が横

浜築港事業を推進した構成員と多くが重なっているところから、1可事業と同様の枠組みで鎌倉

の史跡保存等について沖守固が深く関与していたと推定する
116)。

そして、 F毎 日新聞』同 19年 1月 28日 の記事によると、

○鎌倉保勝會 は鎌倉の名所菖跡を長く保存せんとの目的なるが差向建長、回覺、光明、
藤澤山清浄光の四ヶ寺の殿堂伽藍を修繕せんとて昨年中より憂起者には夫々墨力ありしが、

愈々其組織も定まり去る廿五日の夜沖乖申奈川縣令を始め横濱の重なる商人十餘名集合して

協議を遂げ、多きは人百同ろ四百回までの寄附金ありたりと。又昨年鎌倉にて開設せし什

費2展覧會の第二會を本年初夏の候に開く筈なりといふ(傍線筆者)。

同紙4月 30日 の記事には、

○鎌倉什賓展覧會 鎌府の遺蹟荒草に委することを嘆じて保勝會の設ありしことは嘗て本
紙に記載せしが、近日長日の好景気に際して同地に四山什費展覧會を開き建長・園覺・光

明・清浄光寺に停来せる費器什物を公衆の観覧に供することとなし、去る十五日より之を

開きたり。 (中略)又参會者の使に供せん篤に什費日録を編み、且鎌倉の勝地を篤員し一

冊と舟せし者あり。宮員手は有名なる笙木真一にして、極めて美麗に出来せり(傍線筆者)。

とあって、鎌倉保勝会の肝煎りで同 19年 に建長寺・円党寺・光明寺と藤沢の清浄光寺に於い

て「鎌倉什賓展覧會」が開催された。このことは、円覚寺蔵『明治十七年五月より 事務所 H誌』
の同年 6月 10日 付同寺「宗務院執事」から「頑島縣取締 伊東大源」に宛てた報告書写によると、
去
ル
四月十一日附宗費其他上納之郵書領」受之後直

ニ
ロ書憂信可致虎、四月廿五ロヨリ」

五月十日道鎌倉四山 (簿唇克寺
光
讐言)什賓」展覧會開設

二
付非事
二
繁雑
ヲ
究
メ
、通常」事務

ハ
不得

己、急件之外
′`
悉皆高閣

二
」束
十
候□□□慮外遷延致候、(下略)

と書かれている (原典より)。 展覧会の開催によって業務が繁雑を究め通常事務が滞り、急ぎ

の条件以外は高閣に東ねたような (書類を束ねて高い棚にのせたままにした〔『晋書』庚翼伝〕)

状況にもかかわらず、大盛況のため会期は延長された (5月 9日 の F毎 日新聞』に「日延廣告〔重

佛什賓扉開展覧〕」が掲載されている)。 なお、新聞記事に見える鈴木員一 (1835～ 1918)は 、横

浜の写真師である。彼が撮影した数々の鎌倉の風景や建物写真が現存しており(長崎大学附属

図書館・横浜開港資料館等)、 これらは明治時代初期の景観を知るうえで貴重な史料となって

いる
(1"。

32「御谷館」と第一回「鎌倉懐古展覧會」

明治 24年 (1891)に は、6月 某日から11月 20日 まで第一回「鎌倉懐古展覧會」が「御谷館」で

開催された (『法規指令類綴』)(18)。 この展覧会については、1年前鎌倉に別荘を建てた旧前田
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近代鎌倉の文化遺産保護と宝物館設立事情

侯爵家に記録がある。その同 24年『日記 鎌
倉御別邸』の7月 26日 の項に、

一 午前七時過ヨリ
従三位様 御前様 挺秀様懐古展覧會
江御出、九時過御婦館、

また、同 31年 8月 28日 に発行された『鎌倉懐

古展覧會目録』に、

鎌倉懐古展覧會ハ明治二十四年故宮崎博ヂ

氏ノ創設スル所ニテ、爾後毎歳之ヲ開キ本

年ハ其第八回二営レリ、而シテ列品目録ノ

同好ノ人士二頒ツナキラ遺憾 トセシニ、幸

ヒ十六年中同氏編輯ノロ録ヲ得タルヲ以テ

之ヲ訂正追補セシメ、参競スル人士ノ便二供シ、併テ創設者ノ名ヲ没スル勿ランメントス

ト云爾、

明治三十一年七月二十日    於鶴岡人幡宮祗務所 速水重敬
とある

(19)。 では「御谷館」とは何であろうか。

それについては、神奈川県立図書館所蔵「鎌倉第一之勝景御谷白旗山員同」に、「御谷館」の

ほか「官司 箱崎館」などが描かれ、次の解説文がある。
御谷白旗山ハ鎌倉ノ中央二位シ、治承四年九月二月」頼朝公始テ入御ノ地 トス、故二谷ヲ

御谷卜呼ヒ山ヲ白旗」山卜稀ス、蓋シ営時右幕下白旗ヲ此山上二樹ラレシラ以テ」此稗アリ、

山高ケレトモ瞼ナラス、寂モ天然ノ風致ヲ貯へ名勝奮」跡眼下二排列シ車専夕'}裏古ノ情二堪

ヘサラシム、時二昴申廟白」旗宮造誉ノ功ヲ奏スルニ際シ、営山ヲ開墾シ山麓南」海ヲ眺望

スルノ地ニー館ヲ設ケ披ケテ御谷館 卜稀ス、幸二」鎌倉懐古展覧會ヲ開設スルニ方り、石

橋山戦時二」用ヒラレシ白旗及ヒ緋威ノ鎧等源家相博ノ重器ヲ」本館二陳列シテ測覧二供

スルヲ以テ柳玄二土地ノ由末ヲ記ス

「御谷館」は展示施設と思え、ここで第一回「鎌倉懐古展覧會」が開かれた。また、「宮司 箱
峙館」は宮崎博ヂ (1829～ 1897)の 居所である。宮崎は明治時代の神職で、同 15年鶴岡八幡宮

が国幣中社になると初代宮司を拝命。武相国堺字原の堺山 (朝比奈峠)の開盤や江ノ島の架橋

などに出資、協力した。同 19年には、鶴岡八幡宮西側の「巨幅呂谷新道」の開盤事業に際して

寄附をしたという
(20)。
師はその翌年白旗神社再建を記念し、「巨示日呂谷新道」の沿道に「御谷館」

を建てたと考えられる。さらに同館については、次の聞き書きによると
(21)、

人幡様の裏にあつたんです。 (中略)十二坊の所です。小袋坂へ曲らうとする所のつき

営りの谷です。明治二十四、五年頃まであつたと思つてゐます。宮崎宮司の頃です。柳原

典司が皇太子殿下に伊藤博文公のお取りはからひでお目にかゝられたと言ひます。(中略)

兎月の額がか つゝてゐました。先達から崩してゐる小袋坂への曲り角の山を白望台と名を

つけて各所から白梅の寄附をうけて植えました。 (中略)御谷館の裏でトンネルの中へ (鉄

砲を)打ち込んでゐました (鈴木由三郎氏談)。

●

　

　

１
，

ヽ

、

‐

ヽ」´
__、こ″

′́
‐

図2 鎌倉第一之勝景御谷自旗山員固
(部分)神 奈川県立図書館蔵

~ 
′ ~

ヽ

＼



近代鎌倉の文化遺産保護と宝物館設立事情

そして、『鎌倉江ノ島金澤 名所之柴折』に、
御谷園 近年鶴岡宮司宮崎博テ君の創設に
開り、松梅桃櫻数千株を植え石崖に因り園

林を起し海山の眺望に富み四時紅白の絶る

ことなし、園中に同氏の別業御谷館あり、

室障悉く古代の書貴を以て糊飾し意匠の奇

絶なる、賞に驚くべし、

と、「御谷館」が建っていた所は「御谷園」と呼

ばれる展示館併設の遊園地であった (「鎌倉御

谷館庭園全国」に「御谷舘」「鐵抱射的場」「大弓

射的場」「宮崎邸」「休憩所」などが描かれてい

●
■
¨
一
菫
葉
電
査
ａ

,‐・ヽ  ィヽ ′ ヽ

図3 鎌倉御谷館庭園全国
神奈川県立図書館蔵

る〔図 3〕 )②。この「御谷園」は旧土地台帳を見ると、雪ノ下三丁目字御谷 3番・4番・10番・

11番ノ 1・ 12番・15番・16番口・19番・20番・21番ノ 1・ 22番ノ 1・ 23番・24番・25番外

32筆の範囲で鶴岡八幡宮の二十五坊の跡の「御谷」にあたり、土地所有の初出者は笛崎博ヂで

あった。明治 22年には字御谷 42番ノ 1・ 43・ 44・ 45番ノ 1外 2筆を追加所有した記載もある

ので、この年「御谷」地域の土地取得が完了し、これらの建物が出来たと考えられる
(23)。 しかし、

「鎌倉懐古展覧會」は、次項に示すとおり同 25年の第二回以降は開催場所が鶴岡八幡宮上宮廻

廊に変更されている (『法規指令類綴』)(2」。

3.3 第二回以降の「鎌倉懐古展覧會」

明治 25年 (1892)6月 20日 から11月 20日 、第二回「鎌倉懐古展覧會」が鶴岡八幡宮上宮廻

廊で開催された。この時の展覧会については、小島鳥水の「鎌倉江島紀行」によれば
(25)、

其他一覧終りて雪の下に出て人幡宮に至る。祀殿は営地第一の壮親にして遥かに鳥居を見

て石段を上れば随身門あり。祗前に到り謹んで丼證し廻廊を一巡すれば賓物あり。龍頭の

甲・衛府の太刀及び弓矢等種々陳列せり(『學燈』第二巻第五号〔明治 25年 8月 〕に発表)。

との記述がある。そして、同年 8月 12日 、長谷の前田侯爵別邸に行啓滞在中の皇太子 (のち

の大正天皇)が同官を参拝している (『明治二十七年鶴岡八幡宮明細記』)(26)。 会場が「御谷館」

から上宮廻廊に変更された理由は明らかではないが、皇室や華族による参拝や観覧が影響した

可能性も考えられる。

このあとの「鎌倉懐古展覧會」の開催は、鶴岡八幡宮『法規指令類綴』『指令書綴』『庶務回議

綴』によると、以下の通りであった
(27)。

○明治 26年 7月 10日 ～11月 20日 、第二回 於、鶴岡八幡宮上宮廻廊
○同 27年 7月 10日 ～10月 20日 、第四回 於、同所
○同 28年 7月 10日 ～10月 20日 、第五回 於、同所
○同 29年 7月 10日 ～10月 20日 、第六回 於、同所
○同 30年 7月 20日 ～10月 20日 、第七回 於、同所 (2月 26日 宮崎博テ没)
○同 31年 7月 20日 ～10月 30日 、第八回 於、同所
○同 32年 7月 20日 ～10月 30日 、第九回 於、同所
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近代鎌倉の文化遺産保護と宝物館設立事情

前述の同 31年『鎌倉懐古展覧會目録』に挙げられた陳列品は不詳のものが多い。ただ、本書

には「衛府太刀 金彩溜青貝蒔給銀杏」「金粉溜青貝金蒔給旗」のほか「排財天女榊像」「舞柴面
二舞・散手・鯉口貴徳・書薩・貴徳番子・蘭陵王」、「営宮祗務次第」「鶴岡祗務記録」「 豪奎眼

立會営宮構造圃」「足利直義筆所願状 暦應元年十二月十三日」等の什宝類や彫刻などが記され
ている。これらは、現同官所蔵国宝古神宝類のうちの沃懸地杏葉螺釧太刀と沃懸地杏葉螺釦平

胡錬や、彫刻の重要文化財木造弁才天坐像・同木造菩薩面・同木造舞楽面 (陵王・散手・貴徳

鯉口・貴徳番子、ニノ舞)、 重要文化財鶴岡人幡宮文書〔二百二十四通〕のうちの鶴岡八幡宮寺

社務職次第・鶴岡社務記録・鶴岡人幡宮修営目論見絵図・足利直義御教書のことであり、数々

の重要品目が出陳されたことはとても興味深い
い。

■ ■

上)国宝沃懸地杏葉螺釦太刀
右)国 宝沃懸地杏葉螺釦平胡篠
鶴岡八幡官蔵 〔鎌倉国宝館寄託〕

明治 30年 になると古社寺保存法が制定され (同 30年勅令第 446号 )、 その規定に基づき鶴

岡八幡宮では同 32年 8月 1日 に籠菊螺釦蒔絵硯箱一合と沃懸地杏葉螺釦平胡徳二腰が、同 33

年 4月 7日 に菩薩面・五襲御衣 。天鹿児弓・天真羽矢二十九筋・沃懸地杏葉螺釦太刀二振が国

宝に指定された (『甲琥費物目録』『大正十五年庶務回議綴』)(")。

また、円覚寺では『従明治三十二年一月至仝三年一月 日記』によると、同 32年 3月 13日 に、
前八時、突然国賓調査會線長」九鬼隆一氏井二調査八名外貴族院議」員二名来山、什賓ヲ

取調フ、書飯ヲ出シ」后二時頃下山、 (原典より)

4月 4日 には、

后一時、内務省古祗寺保存會員」安藤時蔵末り、舎利殿ノ賞測ヲ篤ス、 (原典より)

と、安藤時蔵なる人物はその後 11日 まで同寺に滞在して、舎利殿のほか洪鐘の実測調査を実

施した (両者とも現国宝)。 鶴岡八幡宮のみならず同寺や鎌倉の各寺社で古社寺保存法に基づ

く宝物調査が急がれたことはいうまでもない。

この後、同 34年 2月 8日 鶴岡八幡宮では、国宝の沃懸地杏葉螺釦太刀・丹塗弓・沃懸地杏

葉螺釧平胡徳・離菊螺釦蒔絵硯箱・五襲御衣を修理のため美術院 (通称奈良美術院)へ搬出し、

35年 8月 には廻廊北半分を宝物陳列場に改造したという。同宮における国宝指定や什宝修理

が原因だろうか、同 32年を最後に「鎌倉懐古展覧會」に関する記録は途絶えている (『庶務回議

-9-
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近代鎌倉の文化遺産保護と宝物館設立事情

綴』)(30)。

34 もうひとつの「展覧会」―禅宗寺院における「賓物風入」―
前述したように、「御谷館」での展覧会開催以前、建長寺や円覚寺・光明寺などで「什費展覧會」

が行われた。その後は、円覚寺蔵『従明治三十二年一月至仝三年一月 日記』の明治 32年
(1899)の記事に、

廿七日曇天、學習院教授文學士大森」金五郎、古文書
ノ
井見
ラ
願
ヒ
来許
ス
、

十八日晴、什賓風入始
ノ
支度
ラ
篤
ス
、 (中略)

三十一日、一山線登、什費
ヲ
方丈
二
陳列
ス
、

人月一日曇天、什賓風入始、 (中略)

四日前曇后晴、什賓片附、

と、円覚寺で同年8月 1日 から3日 まで「什賓風入」が開催された (原典より)。 『横濱貿易新聞』

の同 36年 8月 26日「〔雑報〕回覺寺の賓物姦千」、『横濱貿易新聞』の同 37年 8月 24日「〔雑報〕

建長園覺雨本山の費物風入」、同 38年 8月 25日「〔廣告〕費物風入 (建長寺・園覺寺)」 などの記

事や広告のほか、同 40年には葛西善蔵 (1887～ 1928)の 鎌倉建長寺前龍王館から佐藤塗山宛書

簡 (8月 30日 付)に、

人廿八日(中略)姦干にて建長寺賓物の縦覧を許す。一覧す。

と、「賓物風入」が夏場行われたことが書かれている
(31)。
確かなことは不明だが、「展覧会」と

しての「賓物風入」の初回開催が同 32年頃であったとすれば、開催の前段で国宝調査会による

宝物調査や国史学者大森金五郎 (1867～ 1937)に よる古文書調査の実施願いがあるなど、その

実施は同 30年に制定された古社寺保存法が影響したとも考えられる。

なお、「費物風入」とは、国宝・重要文化財など数百点の寺蔵文化財の虫干しのことである。

現在は一般公開事業として、建長寺とともに毎年 11月 上旬に実施されている。江戸時代には「費

物風入」という語は見当たらないが、建長寺蔵 F幅山常住日記』によれば「常住贔千」「西来庵姦

乾」陳 経贔干」として行われたとする記述がある。そこで、遺された記録を時系列に並べると、

宝暦 9年 (1759)6月 28日 と29日 の記事以降、同 11年 6月 20・ 21日 、同 12年 7月 19日 (こ

の日の記述は円覚寺での「贔千」のもの)、 明和 6年 (1769)6月 20・ 21日 、同 8年 6月 10・ 11

日、 安永 2年 (1773)6月 1・ 2日 、 同 3年 6月 13・ 14日 、 同 4年 6月 3・ 4日 、 同 5年 6月
14・ 16日 、同 6年 7月 28日 ・8月 2日 、同 7年 7月 1・ 3日 、同 8年 6月 11・ 12日 、同 9年

7月 25・ 26日 、同 10年 6月 3・ 4日 、天明 2年 (1782)6月 19・ 20日 、同 3年 7月 2日 、同4

年 6月 1・ 3日 、同 5年 6月 19・ 20日 、同 6年 8月 5・ 6日 、寛政元年 (1789)問 6月 10・ 12・

15日 、 同 2年 6月 17日 、 同 3年 6月 25～ 27日 、 同 6年 6月 25～ 27日 、 同 7年 6月 8・ 11
日、同 8年 6月 25・ 28日 、同 12年 6月 4・ 5日 、享和 2年 (1802)6月 22～ 24日 、同 3年 6月

18日 、文化 3年 (1806)6月 22日 、文政 2年 (1819)6月 11～ 13日 、同 9年 8月 5～ 7日 、天保

2年 (1831)6月 25日 、弘化 4年 (1847)6月 19・ 20日 、安政 4年 (1857)6月 8日 、元治元年

(18“ )6月 23・ 24・ 26日 で確認できた
(32)。
そして、明治時代になると同寺蔵『幅山常住日記略』

明治 3年 8月 に、

一 三日今日快晴二付一切経姦千如例、一山衆方丈二而書食、」但シ勘定下行也、(中略)
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一 四日西束什物姦干、書食ハ塔頭別営也、 (中略 )
一 五日常住什物姦干、書食前日ひ同断、人ッ半時より雨」降故什物取片付方丈江預ケ置也、
(中略 )

一 十日快晴、十一日快晴、今日姦干之什物賓蔵工納ル、
と、同月上旬に「贔干」が行われ、また、『稲山常住日記』同 18年 9月 17日 条には、

○蔵経贔千二付山中組出頭齋座、赤飯ツギ豆ふ

とあるなど、維新後も継続して行われたことが窺える (原典より)。「賓物風入」は、この「姦千」

に由来するのかも知れない。ただし、同 3年 と同 18年の「姦千」が一般に観覧させるような形

式であったかは定かでない。

4 鎌倉国宝館の開館経緯
4.1「鎌倉同人會」設立と、大正関東地震における文化遺産の被害と復興

明治 41年 (1∞8)「鎌倉倶業部」が創立された。この組織については、大正 5年 (1916)に 佐

成謙太郎 (18∞～1966・ 後の鎌倉女学院理事長)の『鎌倉名勝誌』に、

倶業部は若宮大路にあり、もと明治四十一年柴山海軍大路を幹事長として、営地別荘在

住者相謀り、相互の親睦融和を目的として創立したもので、四十三年沖男爵幹事長となつ

て、今の場所に移韓したのである。(中略)現在會員凡そ二百五十、島村久氏を幹事長とし、

池田豊作、勝見正成、男爵長松篤末、F日井正義、男爵郷誠之助の諸氏を幹事とし、特に郷

男爵と池田氏が壼力して居られる。

と説明されている
③
。同会は小町回の、西洋料理小町園 (鎌倉市小町一丁目14番・現在も営

業)の北隣に所在した
(“ )。
柴山矢八 (1850～ 1924)の 別荘は鎌倉大町、妙本寺の山門を入って

左手にあった。また、大正関東地震後は石橋湛山 (1884～ 1973)が中心となって、鎌倉在住知

識人のための「信用購買利用組合湘南倶葉部」が鎌倉駅西口辺りに設立され、大正 13年から昭

和 14年 (1939)頃 まで活動した
(35,。

このほかには、『鎌倉名勝誌』に、

最近また鎌倉在住の有力者相集つて「鎌倉同人會」を起し、土地の改善と発展とを計る、

と、池田豊作、大島久満次、和田利左衛門、勝見正成、伯爵陸奥広吉 (宗光の子)、 黒田清輝、

荒川巳次、相沢善三らを発起人として、大正 4年 1月 5日 に「鎌倉同人會」が発会したことが

書かれている。この時の会員は 23名で、同 3年 12月 の「奎起趣意書」には、

シカモ交通至便ニシテ京濱都會ノ地ヲ距ル方二汽車一二時間ノ程二過ギズ。近時、内外人

ノ此ノ地二遊ビ、居ヲコ ニヽスル者年々彩キヲ加フル洵二所以ナントセズ。今日鎌倉ハ、

日本ノ鎌倉二非ズシテ、世界ノ鎌倉ナリトハ、此地二住スル人々ガ、常二誇り云フトコロ

ナリ。而シテ、徐二賞際ヲ祀察セバ誰人モ左ノ疑問ヲ禁ズル能ハザル者アリ。古跡名勝保

存ノ方法、已二完備セリト云フベキヤ。鎌倉武士ガ曾テ質朴廉潔ナリシ遺風ノ幾分ヲ、今

ノ鎌倉人ノ間二見認ムルコトラ得ベキヤ。麗シキ天然二相営セル道路溝渠等ノ清潔ハ如何。

何等力鎌倉ノ産業 卜稀スベキ者アリヤ。其ノ他、衛生二、教育二、商業二、風俗二、末住

者ヲシテ、居心地宜キ土地ナリト歎服セシムルニ足ルノ設備アリト云フベキヤ。何如。公
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共ノ事元ヨリ諸般ノ機関アリ。コレガ局二営

ル者、夫々其ノ放善二鋭意セラレ居ルコトハ、

何人モ疑ハザル所ナレドモ、其ノ施設ヲシテ

有効二、且適切ナラシメントセバ、郷民ガ攀

リテー致協力、自ラ進 ミテコレニ営ルノ覺悟

アルヲ要ス。コレ吾等ガ、姦二鎌倉同人會ヲ

組織セシ所以ナリ。

とある。そして、同会理事たちの間では、鎌倉の

代表的な文化遺産を世に示しその保全のためにも

しっかりした博物館が必要であると、早期から話

し合われていたと伝えられている
(36)。

み よ し

とくに、発起人のうちで荒川巳次と相沢善三は

鎌倉国宝館設立に尽力した人物であったという。荒川巳次 (1858～ 1949)は 鹿児島生まれの外

交官。駐英総領事やメキシコ特命全権公使等を歴任した。大正 3年から鎌倉に住み、鎌倉同人

会の設立・運営に貢献し、昭和 3年に開館した鎌倉国宝館の初代館長となる。「発起趣意書」

にあるとおり、同会は大正関東地震発生の前から「古蹟名勝保存ノ方法」など文化遺産の保存

のための施設建設について地方行政を動かし、共に進めようとしていたことが窺える
(37)。

ところが、文化遺産の保存施設建設の機運が高まりを見せるなか、大正 12年 9月 1日 突如

大正関東地震が発生した。『鎌倉震災誌』によれば、地震の被害は鎌倉町で全壊 1,455戸、半

壊 1,549戸、埋没した家 8戸。さらに津波による流失 113戸、地震直後の火災で全焼が 43戸
にのぼり、死者 412名、重傷者 341名 を数えた。大船 (山 ノ内を含む)の被害は全壊 450戸、

半壊 80戸、死者 18名 、負傷者は 23名。腰越津村の被害は全半壊合せて 310戸、死者 70名で

あった。この時の寺社の被害としては、寺院堂字は全潰が 28棟、半潰 25棟、付属建物の全潰

82棟、半潰 58棟。神社は社殿全潰 10棟、半潰 4棟、付属建物の全潰 15棟、半潰 10棟と伝

えられている
(38)。

被災した仏像の修復は美術院が実施した。同院から派遣された明珍恒男・藤村新治郎ら彫工・

漆工・木工が担当し、文部省の技師中川忠順、古社寺保存会委員新納忠之介が監督した。修復

作業は鶴岡八幡宮境内に急造された憲兵隊駐屯所バラックで行われ、のち大正 14年 4月 に宝

戒寺に移転、昭和 3年 5月 末日で一応修復が終了したという。鎌倉国宝館開館の約 1ケ 月後の

ことである (後述)。 この時、修理された旧国宝は次表のとおりであった (表 1)。

図6 建長寺蔵北条時頼坐像
美術院彫刻等修復資料

(奈良国立博物館所蔵古写真)

-12-

¬

―
１
１
１
●

，ヽ
　
‐
・
■

一
一響
一
一
●
１
１
　
・

一
一

．

い

□
■
■
一

ぶ
測
憂

F

顧



近代鎌倉の文化遺産保護と宝物館設立事情

名   称 員数 所右者

木造釈迦如来立像 1身H 極 楽 寺

木造不動明」:坐像 1身匠 極 楽 、ア

木造釈迦如来坐像 1月H 極 楽 寺

木造十大弟子立像 10身E 極 楽 寺

木造夢窓国師坐像 1身L 瑞 泉 寺

木造北条時頼坐像 1月[ 建 長 寺

木造須弥壇 1基 建 長 寺

木造地蔵書薩立像 1躯 覚 園 寺

木造地蔵書薩坐像 1身[ 宝 戒 寺

円 応 寺

表 1 美術院修復仏像等 (F鎌倉震災誌」より)

4.2 開館に向けた動き

「鎌倉同人會」初代理事長の陸奥広吉と同二代荒川巳次は、政財界に働きかけた。同会は宝

物館建設資金として三井・岩崎両家より5,000円ずつ寄附を得、さらに鎌倉町は「鎌倉同人會」

の要請に応じて国・県に対し国庫補助を申請した。また、大正 15年 (1926)に は同館建設に際

し「鎌倉保勝會」から全財産として3.500円 寄附があった
(39)。

鎌倉国宝館 (計画当初は「賓物館」)の建設予定地を鶴岡八幡宮に選定した理由については、

同 14年 12月 3日 付「神祗境内地使用許可願」の事由書によれば、

①地理的に便利であると共に観覧料収益が得やすい

②市街を避けており火災予防ができる

③敷地に余裕があり建物や保管文化財に対する自然からの影響が少ない

④境内の雰囲気が館の建築美を発揮し町の偉観となり得る

などが挙げられている。着工は昭和 2年 (1927)3月 30日 で、建築設計は岡田信一郎 (1883～

1932)、 施工は松井組であった。鎌倉国宝館本館及び附属建物の構造・規模は、

○国宝館本館  鉄筋コンクリート造 一階建 建坪 180坪 (595.04m2)
○附属事務室  木造瓦葺 一階建 建坪 33坪 (1()9.09m2)
○渡 廊 下  木造瓦葺吹抜 一個所 建坪 6坪 (19.83m2)
○倉   庫  鉄筋コンクリート中二階 建坪 7坪 5合 (24.79m2)
○修 繕 室  木造平家建瓦葺 一階建 建坪 6坪 (19.83m2)
である (本館以外は、昭和 50年事務・収蔵庫棟に建て替えられた)。

総工費は最終的には120,000円余りになったため、町と「鎌倉同人會」は資金調達に苦慮し

たという。昭和 2年当初、同会は清川町長を代表として再び募金運動を実施した。皇室から国

宝館建設資金として 3,∞0円下賜された以外に寄附金は最終的に63,8∞ 円に達したが、依然

200Ю 円が不足したままであった。そこで、同年 7月 間島弟彦の遺族から同館建設費として

50,000円 寄附があった。このほか、同遺族からは鎌倉町教育基金として20,000円 、「鎌倉同

名  称 員数 所有者

木造歓喜天立像 1月E 宝 戒 寺

木造阿弥陀如来坐像 11に 浄光明十

木造両脇侍坐像 21に 浄光明、十

木造閣魔 li坐像 11「 円 応 寺

木造初江 li坐像 11「

木造供生神坐像 l」 ||,1 円 応 寺

木造地蔵杵薩坐像 11に 浄 智 寺

木造聖観音菩薩立像 1身E 東 慶 寺
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人會」へも20,000円 が贈られている
(40)。

なお、間島弟彦 (1871～ 1928)は 、三井銀行の元取締役である。 1日尾張徳川家顧間、青山学

院理事を勤めた。鎌倉には早くから住み、明治 45年 (1912)通友社刊『現在の鎌倉』の「別荘一覧」

に「同上 府下、荏原、入新井 三井銀行員 間鳥弟彦」とある。さらに、小町字葛西ヶ谷
466・ 467番外 2筆 (現小町三丁日。東勝寺橋付近)に別荘を持って「白水山荘」と命名、英勝寺

山門と和歌山陀羅尼寺の仏堂を移築した壮大な庭園を造営した (大正 7年及び同 14年登記)(・
)。

その後、鎌倉国宝館は内装工事などを経て昭和 3年 3月 29日 工事が完了、同年4月 3日 に

開館した。初代館長荒川巳次。同年7月 末には海軍中将東郷吉太郎が二代館長に就任した。鎌

倉国宝館玄関に設置してある鋼板プレートに、

従来鎌倉の昴申祀佛寺には國賓若しくば其に」準ずべき貴重の美術品を蔵せること多きに」

拘はらず、是が保存の方法確立し居らざりし」は識者の夙に憂ふる所にして、鎌倉同人會創」

立の際嚢起者は他日是が適営なる方法を得」んことを希望せしに、固らずも大正十二年九」

月の大震災に會し祀寺の殿堂等大抵倒壊し」11重賓の破損せる者太多きに因り、寺院の懇」

請を容れ鎌倉町営局は同人會と協力して是」等賓物の修理を完了し其の保存の方を定め、」

且其の散逸を防ぐと同時に、鎌倉時代の文化」藝術を鑑賞し又之を討究せんと欲する人の」

篤め國賓館建設を計劃したり。幸に宮内省の」御下賜囲庫及榊奈川縣の補助を仰ぎ、更に

有」志の寄附金及町費とを合せ計金拾四萬園を」得て、ノヽ幡宮境内の一部に国賓舘の建築

竣成」を見たり。時に昭和三年四月なり。構造は校倉」式にして鐵筋コンクリー ト造り、

内部は鎌倉」時代祗寺建築の様式に障ひ雄渾素撲の手法」を用ひ、特に耐震耐火除瀑通風

採光防盗に意」を致したり。建築設計は工學士岡田信一郎氏」にして、松井角平氏其の工

事を請負たり。姦に」此館創立の由末を録し、以て後の記念に資す。

とある (原典より)。 鎌倉国宝館は震災復興の象徴であった。そして、それ以上に同館建設の

構想は、地震発生以前に存在していたことが窺える。

図7 創建当初の鎌倉国宝館 図 8 鎌台国宝館玄関プレー ト

まとめ

本稿では、近代の鎌倉における文化遺産保護の動きや、当地で行われた「鎌倉什賓展覧會」

や「鎌倉懐古展覧會」などの「展覧会」の流れを検証し、そこから見えてきた鎌倉国宝館建設の
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